
残業務に対する
変動前後の差額（A）

業務スライドの試行イメージ

○業務スライドの試行のポイント

業務委託料 （変動前残業務委託料：B）

１２か月以上（※1） １４日以内 残履行期間２か月以上

インフレスライド変更額
A－B×1.0%
ただし、A>B×1.0%の場合のみ
インフレスライド適用可能

全体スライド変更額
A－B×1.5%
ただし、A>B×1.5%の場合のみ
全体スライド適用可能

契約日 請求日 基準日 履行期間末
急激な賃金水準や
物価水準の変動（※2）

※1：全体スライドの場合、契約締結から12か月以上経過した業務が対象となる。
※2：インフレスライドの場合、履行期間の経過は関係なく、急激なインフレがあった場合が対象となる。

業務スライド（増額）イメージ

（受発注者協議）

・スライドとは、賃金等の変動に対処するため変動後の差額（スライド額）を業務委託料に反映する制度
・今回の試行では、まずはスライド額を適切に算定できる業務（賃金等の変動時の着手済・未着手が明
確に確認できる業務）からの適用を開始

履行済部分（既履行・着手済） 残業務量部分（未着手）



4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

技術資料作成業務

業務計画 式 業務

技術資料作成 式 工事

打合せ 式 回

総括単位 内訳単位主な業務（例）
初年度 2年度目

橋梁点検業務

計画準備 式 式

定期点検 式 橋

非破壊検査 式 橋

橋梁補修設計 式 橋

報告書作成 式 橋

関係機関協議資料作成 式 機関

打合せ 式 式

道路詳細設計業務

道路詳細設計 式 （km）式

交差点照明施設詳細設計 式 箇所

道路標識詳細設計 式 基

仮設構造物詳細設計 式 基

関係機関打合せ協議 式 式

打合せ 式 式

業務スライドの試行における履行済部分と残業務量部分のイメージ

技術者単価改定

＜凡例＞
履行済部分 残業務量部分


